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■ 設置目的と組織

○ 県内沿岸域への風力発電導入の利点や課題を整理
⇒ 本県の風況特性，新たな産業創出，漁業協調など
様々な角度から整理

○ 関係者間で認識の共有化を図りながら可能性を探る
⇒ 導入に向けた県内の機運醸成・環境整備を図る

設置目的

組 織

国機関，漁協等関係団体，大学研究機関，金融機
関，市町村，県など３８機関（オブザーバーを含め
４２機関）

全体スケジュールイメージ
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研究会設置

認識共有
各種調査 地域協議会形成

事業者

公募
風車建設 稼働法令手続

ウインドパワー波崎
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■ 平成２８年度の経過

研 究 会 の 活 動 状 況

研究会の設立

調査エリア候補抽出

導入可能性調査エリア
決定

第１回研究会
平成28年
9月9日

フォーラム

第３回研究会

本日
平成29年
3月24日

11月25日
第２回研究会

11月16
～17日

先進事例調査

・研究会設立
・現状認識・事例共有

・長崎県五島市
・視察・意見交換会

・調査候補１１エリア提示
・絞り込み方法の検討

・調査２エリア選定
・今後の展開

・基調講演
・パネルディスカッション

委員・事業者意向調査

規
制
関
係
確
認
等

導入ステップ
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■ 風況観測エリア選定結果

法的・地形的課題を着色しマップ化
課題少

課題多

規制関係のーニング

⇒ 平成２９年度は，選定エリア
２箇所の風況観測を実施予定。

各エリアについて

４つの観点で

点数化して評価

１ 自然環境の保全

２ 事業性の確保

３ 地元関係者の意向

４ 送電系統のインフラ

沿岸域から課題が少ない地域を絞込

②石巻港港湾区域①山元海岸付近

風況観測適地２箇所を選定

選定エリア②
石巻港港湾区域

選定エリア①
山元海岸付近 4


